
複合弓(�)は一つ以上の材料を組み合わせて作られる弓である｡ 先史時代の弓は木材
のみで出来ており(�)､ ｢丸木弓(�)｣ と呼ばれるこの種の弓を火器がやってくるまで使
用し続けた文化圏も存在した｡ 弓の材料となりうる樹木は何種類も存在している｡ 弓

を引く際､ 弓の的を向く面 (背����) には張力が働き､ 射手を向く面 (腹�����) には
圧力が働くが､ 木材はこの両方の力にある程度の耐性がある｡ あらゆる材料と同様､

木材も負荷がかかるとまず弾性に､ 次いで塑性に変形するが､ 一定以上の負荷がかか

ると壊れてしまう｡ したがって弦を引いても壊れないよう､ 木材のみで作られた弓は

長大なものとなる｡ 長弓を引いてみると弓の形は緩やかな曲線を描くが､ 材料そのも

ののもつ耐性以上の負荷をかけると変形できずに壊れてしまう｡

複合弓は骨組みが木材であり､ 背面は木材よりも張力への耐性がある腱(�)で､ 腹面
は圧力への耐性がある角(�)で補強される｡ これらの材料は天然の繊維から作られる
膠(�)で接着される｡ こうした製法によって弓を短くかつ丈夫にすることができ､ 弦を
引いたときに弓はより円形に近い曲線を描くこととなる｡

複合弓の発明された土地としてメソポタミア､ イラン､ アラビア､ さらにパレスチ

ナを挙げる者もいるが(�)､ 戦車を用いる文化において短弓が必要とされる可能性は高
い｡ アッカド､ アッシリア､ 古代エジプト､ ヒッタイト､ ウラルトゥのような文明で

は戦車と複合弓が組み合わせて利用されていたし(�)､ 短弓が狭い戦車上で取り回しや
すく､ あらゆる方向へ射かけやすいことは間違いない｡

現在に残る最初の複合弓の記録は紀元前三十世紀中ごろ､ メソポタミアのアッカド

人のものとされている(�)｡ シュメール時代・イシュタル女神の印章 (紀元前����年)
に描かれた弓こそ､ 複合弓が描かれた最初の図像であると考える研究者も存在する(��)｡
図像に描かれた弓は弭【翻訳者註 弓の両端】が外側に反っており､ 矢をつがえて

引かれた弓の形が半円形をしているため複合弓であると考えられている｡ 古代エジプ

トの壁画にも弓が描かれたものがあり､ 発掘中に弓が発見されたこともある(��)｡
馬が戦場で使われはじめると､ 騎射に適した短弓は新たな活躍の場を見出すことと

なった｡ 中央アジア騎馬遊牧民の生活様式において複合弓はなくてはならない道具で

ある｡ 騎馬遊牧民にとって狩猟と略奪�����は重要な経済活動であるが､ 遠射に長
けた弓は果てしない草原において馬と同様に必需品であった｡ 馬と弓を組み合わせて
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オスマン複合弓の戦場における長所と欠点
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出現した弓騎兵は千年以上も戦場の覇者であり続けた(��)｡
中央アジアの弓騎兵が用いていた一撃離脱や偽装敗走といった戦術は､ 攻城戦や征

服のために必要な歩兵部隊が創設され､ さらに大砲が登場した後にも用いられ続けて

いた｡ 騎兵������は第二次ウィーン包囲やその後の対ハプスブルク戦争においても活
躍していたのである｡

短い複合弓は騎兵のみならず歩兵にも利用しやすい武器であった｡ 古代における弓

の戦術的な利用法はいまだ不明な部分もあるが､ 弓兵が一斉に矢を放ち敵軍を混乱・

隊列の崩壊に追いやった後､ 近接戦闘用の武器に持ちかえて一斉に突撃していたもの

と想像される｡ 長弓を用いる弓兵は戦場で素早く動きにくいため､ 斧や槍で武装した

部隊に守られていたとも考えられる(��)｡ 短弓で武装した歩兵は機動性が高く､ 戦術的
にも重要な兵力であった｡ オスマン軍の隊列歩兵であるイェニチェリ(��)の戦術のひと
つに､ 歩兵が密集して矢を放つ ｢雨矢����������｣ があるが､ これはイェニチェリが
短弓を用いていたからこそ可能になった戦術である(��)｡ 弓術にかんする史料で言及さ
れる座射や膝射【膝を立てての射】といった技術も､ 短弓であればこそ可能となった

射型であり､ これらには敵の攻撃をかわしやすくする目的があったはずである(��)｡ ま
た短弓を使えばこそ腕に小さい盾をつけて身を守りながら射をすることも可能なので

ある(��)｡ さらに短弓は狩猟の武器としても優れている(��)｡
短い複合弓には操作性のほかにも長所がある｡ 例えば短弓の運動効率は長弓に比べ

て高いものである｡ 弓は人間の筋力を位置エネルギーとして蓄える道具である｡ 弦を

放した瞬間､ 弓に蓄えられた位置エネルギーは部分的に失われつつも運動エネルギー

として開放される｡ この運動エネルギー量は矢の速度､ 距離､ そして的に対する破壊

力を計測するパラメーターのひとつである｡ 丸木弓で矢を放った様子を高速カメラで

撮影して弓と弦の振幅を観測したところ､ 丸木弓の運動効率が低いことが明らかになっ

た(��)｡ エネルギーが失われる主な理由としては､ 木材だけからなる長弓は弭までが長
いため､ 弓にかかる負荷が大きいことが挙げられる(��)｡ 一方の短弓は弭までが短く､
弓にかかる負荷が小さい｡ この比較が成立するためには短弓と長弓が同一の力で引か

れなければならないが(��)､ 複合弓はいくつもの材料からなるものの､ それぞれが組み
合わさって働くため同一の負荷をかけて実験することができる｡ ともかくここで重要

なのは弓への合計負荷そのものではなく､ 弓がこの負荷をいかにして分散させるかで

ある(��)｡
さらに複合弓の長所として､ 弓力【弓を引くのにかかる力】を強化するための補助

材料が長弓のそれよりも少なくすむことが挙げられる(��)｡ 複合弓は同じ剛性の丸木弓
に比べて運動効率が高く､ 戦争時に用いられたような高い弓力の弓であれば複合弓と

丸木弓の運動効率の差異はさらに大きいものとなる｡

弓で射かける際､ 弓の振動は射手の弓手【弓を持つ手】に衝撃として伝わる｡ こう

した衝撃は射の質を下げる働きがあるが(��)､ 丸木弓に比べて複合弓は運動効率が高く
衝撃は比較的小さくなる(��)｡ しかし複合弓は長弓に比べると弦を引くのが容易ではな
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く､ 長いあいだ弦を引いていると締め付けられているような感覚を射手に与える(��)｡
アジアの複合弓はこの欠点を素晴らしい方法で解決している｡ オスマン複合弓は他の

アジアの複合弓と同様に､ 弦を張った成りの状態では弭が背面に反っている｡ この

｢反り｣ が短弓を引く際に射手が感じる ｢締め付け｣ を和らげるのである｡

複合弓､ さらにオスマン弓の形状にかんする長所を説明するべく､ オスマン弓の形

状的特性について述べる必要がある｡ オスマン弓は弦を張っていない状態では弭が背

面に向かうように丸くなっている｡ 弓の背面にある腱 (と膠) は乾くと縮むため､ 弓

が丸まるのである｡ 複合弓のこのように円形を描く性質は ｢外反り���������｣ と呼
ばれている(��)｡ 弓師��������【弓をつくる職人】は弓をさらに外反りさせるため､
弓が乾くと弭を握りに糸で結び付ける｡ 図�にみられるように､ 外反りという形状的
特徴を持つ複合弓は弦を引いたその瞬間からエネルギーを蓄えはじめるのである(��)｡
複合弓は蓄えたエネルギーを矢に受け流す運動効率の高さのみならず､ さらに位置エ

ネルギーを蓄える能力においても丸木弓より優れている｡

実践研究によって得られた数値的情報は興味深いものであった｡ 弓力����のイギリ
ス長弓 (ロングボウ) の複製とオスマン弓の複製を用い､ 同程度の重さの矢(��)を射た
ところ､ イギリス長弓の射出速度は��－�����､ オスマン弓は�������であった(��)｡
矢の速度は弓以外の要因によっても変化し得る｡ 例えば中央がやや膨らんだ矢柄と

低い矢羽に特徴づけられるオスマン矢は空気力学上優れた形状をしており､ オスマン

矢は通常の矢よりも射程距離と貫通力が高い｡ 一方でこうした要因は､ 弓から数メー

トルのところで計測される射出速度には影響しなかった(��)｡ その他の要因としては弦
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図 1：トルコ複合弓の引き尺―弓力の曲線

複合弓を引いた際の特性を示す図｡ 射手は行射時の弓の反発を以上の図のように感じる｡

弓力は弓を引くごとに上昇するが､ 反りが湾曲しだすと弓力の上昇は収まる｡
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を引いて離す技法が挙げられる｡

オスマン弓の長所を考える場合､ 直接に弓と関係はなくとも弓の発達における重要

な側面であり､ かつ弓を有効に使う方法でもある ｢親指取り掛け���������������(��)｣
についても考察する必要がある｡ 親指取り掛けは矢の ｢内的推力����������(��)｣ に影
響を与えて矢の速度を上げるばかりではなく(��)､ トルコ・アジア・中東弓術の特徴で
ある騎射､ さらに素早く矢をつがえて射る速射といった技術を可能にする基礎でもあ

る｡

親指取り掛けは矢を放つ方法のひとつであり(��)､ トルコ人／トルコ系民族や中東の
他の民族が主に用いていた技術である｡ ひとつの軍隊のなかで異なる射の技術を用い

ていた戦士がいたことは間違いないものの(��)､ 親指取り掛けは��世紀のマムルーク騎
射���������についての史料から��世紀のオスマン弓術にかんする史料に至るまで､
弓術にかんするあらゆる記述で言及されているばかりでなく､ セルジューク朝やオス

マン朝の兵士が親指取り掛けで弦を引いていたことも知られている｡

｢親指取り掛け｣ は親指を弦に引っ掛け､ 他の指で親指を押さえる(��)取り掛けの方
法である(��)｡

他の取り掛けの方法としては､ 人差し指､ 中指､ 薬指で弦を引く ｢地中海式取り掛

け｣ がある(��)｡ 地中海式取り掛けで短弓を引く場合､ 弦が鋭角を描くために指と指の
間をしめ､ 人差し指と中指で矢を押さえるようにするのが基本である｡ しかし指をし

めることで矢飛びに悪影響を与える可能性がある｡ 地中海式取り掛けの亜種として人

差し指と中指だけで弦を引く ｢フランドル式取り掛け｣ もあるが､ この取り掛けでは

重い弓は引きにくくなる｡ 五本の指のうち最も力が強いのは親指であり､ とくに ｢閂������｣ の形で取り掛けをすると重い弓も引くことができる｡ さらに一つの指で弦を
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写真 1：オスマン弓術における閂取り掛け

(撮影：スアト・ギュルソイ)
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引くことができるために､ 指をしめる必要もない｡

親指取り掛けが短い複合弓を引く唯一の方法ではないとはいえ､ 最も利便性の高い

方法であることも確かである｡ 矢をつがえた後に親指を矢のすぐ下にあてて弦をつか

み､ 中指の腹で親指の先を押さえる｡ このとき中指から小指は締めておく｡ それから

人差し指で親指の爪を押さえ､ 取り掛けを固める(��)｡ さらに人差し指の腹で矢を弓に
押しつける｡ 矢は弓の右側に来るようにつがえる (弓を左手で持つ場合)(��)｡ 矢つが
え�������から射までつねに人差し指が矢を押さえているため､ 矢こぼれ【矢が弓か
ら落ちること】の可能性は少なくなる｡ 熟練の射手であれば走りながら､ 襲歩で走る

馬に乗りながら､ さらには落馬しながらでも射かけられる(��)｡ 親指取り掛けでは矢が
安定するため､ 弓歩兵・弓騎兵は簡単に速射することができる｡

親指取り掛けでは矢が弓の右側を通してつがえられ(��)､ さらに馬手【弦を引く手】
で矢を押さえたまま射ができるため､ 矢つがえの速度を上げる効果もある｡ さらに中

指､ 薬指､ 小指に矢を挟んだまま射をすることもでき､ 矢を射るたびに箙������(矢
を入れる袋状の入れ物) からひとつずつ取り出して時間を浪費することもない｡ ビザ

ンツや十字軍の残した史料には､ 信じがたいほど素早く矢を射るセルジューク朝軍の

様子が描かれているが､ これは親指取り掛けによって可能になった技術である(��)｡
親指取り掛けを採用している弓術では､ 親指に嵌めるための弓術用の指輪が使われ

る(��)｡ 先行研究では指輪は革製であり(��)､ しかも指輪を使わずに射るのが最も良い(��)
と述べられている｡ しかし筆者の研究では､ 素手や革の指輪での射よりも固い材料か

らできている指輪での射のほうが矢の速度が上がることが明らかになった(��)｡ 指輪の
使用こそが矢の速度向上の最大の要因だったのである｡

オスマンの弓術の持つ他の長所として ｢矢管�����(��)｣ の使用も挙げられる｡ 矢管
は長さ��㎝ほど､ Ｃの形をした管状の道具である｡ 材料は木か竹であり､ 射手の引き
尺よりも短い矢を射るときに用いられる(��)｡ 短い矢は軽く､ 大きく引けばより遠くに
飛ぶ上に､ 飛んでいる最中でも敵の目に留まりにくい｡ 射手の引き尺は体格や技術に

よって変わるものの��から��㎝である一方で､ 矢管矢の長さは約��㎝である｡ 矢管矢
は銃の弾丸が銃身で加速するように矢管の中で加速する (参照：写真�)｡ この道具
が発明された背景として考えられるのは､ 一度射た矢を敵が拾って射返すのを防ぐた

め､ 弩用の短い矢を射返すため､ さらに遠くへ矢を射るためなどである(��)｡ 矢管が打
射����(固い的に矢で穴をあける射) で用いられたことはオスマン時代の史料によ
り明らかであるが(��)､ 武器としても用いられたであろうことは間違いない｡ 短い矢を
射るための道具としては ｢矢籠手�����������(��)｣ もあるものの､ 矢管は矢籠手とは異
なり親指取り掛けでのみ用いられ得る(��) (参照：写真�)｡
短く軽い矢を放つための道具は､ 親指取り掛けと同様に複合弓を語る際に欠かせな

い要素である｡ 軽い矢が引き受けられるエネルギーは弓よりも小さく､ したがって弓

に過大なエネルギーが残ることになり､ 弓の寿命は縮まる｡ 運動効率が良く(��)形状的
に安定した複合弓に比べ､ 丸木弓はこうした射を続けるとすぐに壊れてしまう｡ 矢管
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や矢籠手を使わない通常の射においても､ 複合弓はヨーロッパの他の弓と比べて軽い

矢を放つことができた｡ トルコ矢の射出速度が速いのは､ 矢柄の空力学的な形状だけ

ではなく､ オスマン弓が軽い矢を放つことができることも理由として考えられる｡ 矢

の速度は最大到達距離だけでなく､ 矢の飛行経路にも影響する｡ 矢がまっすぐ飛ぶこ

とができれば､ その分だけ的中率が向上する｡ さらに矢が早く飛べばそれだけ動いて

いる的に中てやすくなる｡ トルコ人のように馬に騎乗して戦場に出る場合､ 標的や射

手は常に動くこととなるため速い矢が必要となる(��)｡
軽い矢を放てることや矢管を使えること以外にも､ 複合弓や親指取り掛けでこそ可

能となった技術が存在する｡ それがオスマン複合弓による射の一種である ｢ジャルマ
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写真 2：矢管での射 写真 3：矢籠手での射

写真 4：ファルド・クラット



キ�������(��)｣ と ｢ファルド・クラット�����������(��)｣ である｡
タイブカ��������の残した史料によると ｢ジャルマキ(��)｣ という射法は､ 弓を頭

の上まで打ちおこし､ 弦を引くときに馬手は頭の前を通って耳に達するのではなく､

頭の後ろを通って首に降りていくというものである｡ 弓は地面と平行になるように下

へ向けて下ろし､ さらに弓の上弭を射手の背中に向ける｡ 射は立ちながら行われ､ 左

手で弓を握っている場合は左足のかかとあたりに的がある｡ この射法は井戸や貯水庫

などといった狭くて深い場所や城壁の下にいる敵に射かけるためのものである｡ また

横ばいになる必要がないため､ 下にいる敵の的にならずに射ることができる｡ この射

法はほかにも､ 狩猟中に肉食動物が馬の後脚に迫っている時にも用いられる｡ つまり､

ジャルマキ (別名はファルド・クラット(��)) は左手で弓を持つ射手にとって ｢死角｣
である左後方に射ることができる射法である｡

複合構造と高い性能を備えたオスマン弓は寿命の長い武器でもあり､ きちんと保管

されれば何世代にもわたって使用が可能である｡ 天然素材からつくられた弓は､ 長い

こと弦を張ったまま放置すると弦に引っぱられて変形する｡ 弓の変形は弓力に悪影響

を与えるため､ 丸木弓は使用後すぐに弦を外す必要があるが､ 複合弓は何日何週間と

弦を張ったままでも比較的変形が小さい｡ 複合弓のこの性質は戦時においては重要な

優位点となる｡ 戦闘準備・戦闘期間をつうじて弓に弦を張っていられるため､ 罠や急

襲にたいして即座に対処することができる｡ 長時間弦を張っていたとしても､ 複合弓

は弦を外して数日置いておけば元の形状に戻る｡

弓そのものの性質や技術の高さから複合弓は優秀な武器ではあるものの､ もちろん

欠点も存在する｡ 欠点として例えば､ 弦を張る難しさが挙げられる｡ 強い弓に弦を張

るときには腕に捻挫などの炎症を引き起こす可能性がある｡ したがって熟練の射手が

弓を温めたり木枠(��)にはめたりしながら弦を張る必要があり､ こうした知識を得るた
めにも長い訓練が必要である(��)｡ 戦争に参加した ｢従軍職人������������｣ には弓師
や矢師������も存在しており､ これらの職人は弓矢の修繕のほか､ 弦を張る手伝いも
していたようである｡ もっともこうした知識や経験､ 道具については職業軍人も備え

ていたであろうし(��)､ 細密画でしばしば描かれているように､ 騎兵が腰に下げた弓

鞄�����に弦を張った状態の弓を入れて持ち運ぶこともあった｡
オスマン弓が短弓であることは､ 長所であるとともに短所でもある｡ 短弓を引く際

に射手は ｢締め付け｣ を感じると述べたが､ これは弭を長くすると起こらなくなる｡

オスマン以前のトルコ人が用いていた弓はオスマン弓に比べると長い複合弓であり､

射手にとって使いやすい弓であったはずである｡ オスマン弓の長さはさまざまであっ

たとはいえ(��)､ 複合弓としては朝鮮弓と並んで最短の弓である｡ 弓が短いとその分だ
け弓力は強くなる｡ 筆者はジェム・ドンメズ (���������) が製作した全長���㎝
のオスマン的弓���������������の複製を用いて実験を行った｡ 弓の背から��㎝の
距離まで弦を引くために��㎏､ ����㎝では��㎏､ ��㎝では��㎏の力で引く必要があっ
た｡ つまり弓力は最後の�㎝で�㎏も増加したのである｡ 人工素材から作られている
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狩猟用の弓 (オスマン弓よりも長い) では､ 弓の長さや形状によって変わるものの最

後の�㎝で弓力は���から�㎏増加した｡ つまり狩猟用の弓とオスマン弓は�対�の
割合で弓力が増加していたのである｡ 筋力も経験もある射手ですらオスマン弓を長時

間引いていると ｢締め付け｣ を感じるうえ､ 筋肉に疲労が蓄積すると疲れる前と同じ

引き尺で弦を引けなくなる｡ 引き尺が小さくなると矢の速度や矢の最低到達距離も落

ち､ 矢柄の振動も変わるため､ 矢は狙いから左右にぶれることになる｡ すなわち的を

外すことになる｡

オスマン弓の弓力は強く､ 引くためには継続的な訓練と強靭な肉体の双方が必要で

あったため､ オスマン弓は職業軍人の使用に適した武器であった｡ 精密な身体検査に

よって選びぬかれ､ 長期間の教育を施されたオスマンのイェニチェリや､ 地方で軍事

教練を受けた騎兵だけがオスマン弓を用いるために必要な条件を備えた戦士となれた｡

初期の軽火器は弾道学的に弓よりも劣っていたが､ それでも軽火器は武器として用い

られていた｡ その理由として､ 軽火器は短期間の訓練で比較的簡単に使えるようにな

ることや､ 肉体を鍛えることなく少ない努力でも戦果を得られる点があることは間違

いない(��)｡
複合弓は高価でかつ製作期間が長く工程も複雑である｡ 丸木弓であれば乾燥した木

材をもとに�から�時間で製作可能である (木材の乾燥には�から�か月かかる)｡
一方の複合弓の製作には膠の乾燥に時間がかかるため極めて長い時間がかかる｡ オス

マン弓であれば木材の骨格に角と腱を接着し､ それを乾燥させるために一年置く必要

があった(��)｡ 乾燥して円形になった弓を開いて射が可能な状態にするためにはさらに
一週間を要した｡ 材料も厳選されていたために高価なものであり､ 一部の材料は輸入

品ですらあった(��)｡ 弓は使用に高い技術を要するばかりでなく､ 製造も簡単ではなかっ
た｡

こうした欠点を持つ複合弓はオスマン軍でも一般的な武器ではなかった(��)｡ 弓術に
かんする史料によると､ 丸木弓はイスラーム世界で ｢アラブ弓｣ と呼ばれていた(��)｡
しかし文書史料で ｢弓｣ という武器が登場したとしても､ 複合弓なのか丸木弓なのか

は述べられておらず､ オスマン軍の兵器として製作､ もしくは購入された弓の内実は

判然としない｡ 丸木弓は安価で素早く作られるため､ 弓の長短がそれほど重要ではな

い歩兵に適した武器であったろう｡ 複合弓の高い弓力は敵を殺すには十分すぎるエネ

ルギーであり､ 敵を殺すには丸木弓の低い弓力でも不足はないのである｡

史料上ではしばしば､ 複合弓が天候に影響されやすいことが述べられている｡ 弓の

材料は湿気と気温に影響されやすく､ トルコ人 (複合弓を用いる他の民族も) が降雨

時の戦闘を避けたこと､ 夜襲には満月の夜を選んでいたこと(��)､ 中央アジアでは弓が
肉の貯蔵庫で保管されていたこと､ オスマン遠射弓�����������������に覆いが掛
けられていたこと(��)は､ 複合弓が環境に影響されやすかった証左である｡ あらゆる材
料は多かれ少なかれ湿気と気温の影響を受けるが､ 複合弓の性能には以下のように影

響する｡

― 135 ―
(��)



アダム・カルポヴィチ (�������������) は気候の複合弓への影響は史料に言及
されているほど大きいものではではないと想定している(��)｡ オスマン軍の作戦地域で
あった南ヨーロッパとトルコの湿度は年間��から��％で推移し､ 木材の湿度は�から��％に変化する｡ 木材は湿度が�％上がると弾力性が�％落ちるため､ 湿度が�から��％に上がるということは弾力性が��％落ちるということである｡ 丸木弓の性能は湿
度の変化を直接に受けるが､ 複合弓は木材のほかに腱と角からも作られる｡ とくに角

は湿度に強く､ 水に沈めたとしても弾力性は��％しか落ちない｡ 現実に角を���％水
に沈めることはありえないにしても (湿度と水は勿論､ 同じものでないが)､ かりに

そうした事態が起こるにせよ弓力は��％程度しか落ちることはない(��)｡ もう一つの弓
の材料である腱は湿気に弱く､ 膠はさらに湿度に対して敏感で､ 水に入れると完全に

溶けてしまう｡ 腱や木材の骨格が露出する側面は革や樺の皮 (木片) で覆ってから釉

が塗られるが､ 角は湿度に強いためにこうした処理は施されない(��)｡
複合弓は長時間 (何日間か) 雨にさらされると使用不能となるとはいえ､ オスマン

弓は弦を張らない状態でも全長���㎝と短いため､ 簡単に弓袋【弓を入れる袋】に入
れて雨から守ることができる｡ オスマン弓の性能を最大に引き出す湿度は��から��％
である｡ 湿度が��から��％に上昇すると弓の性能は落ちるが､ 高温で乾燥した場所に
弓を置いておけば元の性能に戻る｡ 湿度��％を超える場所に長いこと放置すると弓の
性能は戻らなくなる(��)｡
湿度が上昇するのは基本的に冬であり､ 戦争が行われたのはおもに春から秋にかけ

てのことであった｡ 冬季の行軍では弓は温められた天幕で保管されていたはずである｡

オスマン軍の作戦地域にある街の年間平均湿度を調べてみると､ 多湿な地域がなかっ

たことが明らかになる (表�参照)｡ さらに最高湿度を記録する季節もごく短い期間
である｡

降雨は弓だけではなく弦にも影響を及ぼすことが史料に述べられている｡ ����年､
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表�：オスマン軍の作戦地域内にある都市の年間湿度
相対湿度 平均湿度 最低湿度 最高湿度

イズミル ����％ ��％ �月～�月 ��％��月～１月
イスタンブル ����％ ��％ �月～�月 ��％��月～１月
ベルグラード ����％ ��％ �月～�月 ��％��月
ブダペスト ����％ ��％ �月､ �月 ��％��月
ヴィーン ����％ ��％ �月 ��％��月～��月
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オルダミル�������の率いるクマン人の軍とハンガリー王で ｢クマン｣ の別名を持つ

ラースロー四世��������の軍がハンガリー南方ホート���湖で戦った｡ この戦闘中
に降った突然の雨でクマン人の弦が濡れて伸びてしまい､ オルダミルは敗北した｡ 他

の史料では丸木弓やボウガンの弦も降雨により影響を受けることが書かれており､����年のエドワード三世とフィリップ六世の間に開かれたクレシー�����の戦いでは､
降雨によりフランス軍のボウガンが使用不能となった一方､ イギリス軍は長弓を袋に

入れて雨から守ったことが知られている｡ 弦は腱､ 革､ 麻､ 絹などの材料から作られ､

湿気から守るために蝋でコーティングされる｡ ユンサル・ユジェル (����������)
の研究によると､ オスマン弓の弦の材料は絹であった(��)｡ しかしカルポヴィツがドレ
スデン博物館所蔵のトルコ弓について学芸員に問い合わせたところ､ 弦はラミ����
という植物性の材料 (カラムシ��������������の表皮の繊維) からできているとの
ことであった｡ ラミは張力への耐性はそれほどではないものの､ 濡れると丈夫になる

材料である｡ ユジェルは史料を確認しながら弦の材料が絹であると結論付けたものの､

ドレスデンで所蔵されている弦は絹ではなかった｡ これにはいくつか理由が考えられ

るが､ トルコの博物館に現在収められている弦は遠射弓のものであり､ 戦場で用いら

れた弦ではなかった可能性が高い｡ 戦争ともなれば場所や気候条件は事前に選択でき

ないため､ ラミが戦闘時の弦として選ばれていた可能性がある｡ トプカプ宮殿博物館

所蔵の弦は弓と別々に保管されているため､ いかなる場面でどの弦が用いられていた

のかを検討することは不可能である(��)｡ 降雨が予想される地域に進軍する際､ より雨
に強い弦にかけかえることもあったであろうから､ 検討はさらに困難である｡ ユジェ

ルが博物館で行った弦の材質にかんする検討をもう一度､ 今日の技術､ 機器､ 方法で

行う必要がある｡

オスマン複合弓は完成度の高い武器・スポーツ用品として今日も愛好されているも

のの､ ほかの武器と同じように長所と短所があることが本研究で判明した｡ 現存する

オスマン語文献の多くは��世紀以降に広く行われるようになった遠射��������������
【可能な限り遠くに矢を射る競技】についてのものであり､ 戦争においてどのように

弓が用いられたのかは十分には判明していない｡ 一方でマムルーク朝などのアラビア

語史料には､ ��世紀後半にオスマン弓の形状や材料が確立される直前までの情報が含
まれており､ 利用価値はきわめて高い｡ こうした史料を確かめ､ 新たな情報を明らか

にするべく実践的な歴史研究が必要である｡

【翻訳者解説】

本論文は､ ����年にイスタンブルで出版されたカフラマン・シャクル (�������������) 編 『新しい軍事史を目指して：戦争・技術・実践研究』 (書誌情報については

解説末尾参照) の一章を構成している｡ 著者のムラト・オズヴェリ�����������は����年､ イスタンブル生まれ｡ ����年にマルマラ大学歯学部歯周治療学科にて博士号
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取得ののち､ 今日に至るまで歯科医師を務めている｡ 弓術の技術や弓矢の製法はオス

マン軍の主力武器が火器に移ったあともイスタンブル・金角湾北辺のオクメイダヌ���������(地名の意味は ｢矢場｣) で保存されていたものの､ トルコ共和国成立を

前にしてその伝統は終わりを迎えていた｡ ����年､ カナダやハンガリーの弓術家 (本
文中に言及されているアダム・カルポヴィチはその一人) から技術提供を受けながら､

著者はトルコ弓術の復活に取り組みはじめた｡ ����年にはティーレンダーズ��������
というトルコ弓術グループを創設､ この会ではただトルコ弓術の練習が行われるだけ

ではなく､ トルコ弓術について組織的な研究会も開かれている｡ また著者は����年か
ら今日に至るまで毎年一回､ オクメイダヌ近隣のキャーウトハーネ���������におい
て､ トルコで唯一の歴史再現���������������������としてトルコ弓術のイベントを開
いている (写真�参照)｡ オズヴェリには単著として 『弓術について興味を持つ全ての
こと』 (�����������������������������������������������������������������)､ 『ト
ルコ弓と狩猟の過去､現在､実践』 (�����������������������������������������������������������������) がある｡
本論文が収められている 『新しい軍事史を目指して』 は､ 職業軍人が担ってきた戦

略・戦術研究という ｢狭い軍事史｣ から脱却し､ 社会史や美術史､ 考古学などさまざ

まな側面から軍隊の実情に迫ろうという試みである｡ オズヴェリの研究はオスマン弓

とその技術の長所と欠点について､ 弓を用いた計測や射の実践から得られた知見・情

報をもとにして､ おもに丸木弓と比較しながら明らかにしている｡ 本研究はオスマン

史もさることながら､ 複合弓を主力装備としていた火器到来以前の騎馬遊牧民の歴史

研究､ さらには弦を親指で引く日本の弓術・弓道との比較にも光を投げかけるもので

あると思われる｡
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本研究の特性は､ 史料からだけでは得られない情報を実践から明らかにした点にあ

る｡ したがって以下のような指摘は蛇足とも考えられ得るが､ 歴史学的な観点から言

えば ｢史料｣ の引用において物足りなさが残る｡ さらに言えば本論文は歴史にかんす

る ｢資料｣ である｡ ここで得られたものを文献史料とつきあわせてはじめて ｢史料｣

へと昇華させることができるであろう｡ また､ オスマン､ トルコ､ トルコ系､ 遊牧民

などといった語句がほとんど同じ意味で用いられている点についても注意が必要であ

る｡ なおオズヴェリもたびたび註に挙げているが､ オスマン､ ならびにオスマン以前

の騎馬遊牧民の弓術についてはユンサル・ユジェル著 『トルコ弓術』 (����年：書誌
情報については本文註�参照) がある｡ 実践が重視されている本論文に対して､ 『ト
ルコ弓術』 は史料に依拠した研究であり､ 双方を読むことでオスマン弓と技術につい

てより深く知ることができる｡������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
注

(�) ｢複合弓������������｣ という語を始めて用いたのはイギリスの考古学者オーガスタス・ヘン
リ・レーン・ピッツ�リヴァー (����－����) である｡ トルコ語では ｢複合��������｣ のほか
｢混合弓����������｣ や ｢複層弓���������｣ などの同意語が用いられている｡ 本稿では ｢複合｣

の語を用いる｡ ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������(��������閲覧)
(�) 発掘調査により発見された先史時代の弓は楡､ 櫟､ 糸杉などの木でできている｡ 先史時代の丸
木弓に用いられた木の種類については�����������������������������������������������������(���������������������������������������)､ ���������������������������������������������������������������������(��������������������������������������������)���������を参照｡

(�) トルコ語の術語は �����������������������������������������������(�����������������������������)���������を参照｡
(�) 動物の腱を乾燥させた後によく叩いてほぐして作られる､ 天然の繊維｡
(�) 古代トルコ弓では山羊､ オスマン弓では水牛の角が用いられた｡ ���������������������������������������������������������������������������������(��������������������������������������)�����
(�) オスマン弓の製作には ｢腱膠�����������｣ と呼ばれる腱から作られる膠のほか､ 魚の浮袋や粘
膜を原料とする ｢魚膠������������｣ が用いられる｡ コラーゲン成分を多く含むこれらの膠は腱
と木材を接着するのに長けている｡ �����������������������(��������������������������������������������������)����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������(�������������������
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�������������������)��������
(�) �����������������������������������������������������������������������(�������������������������������������������������������������������������������������������������������������)�(��������閲覧)
(�) 当時最大の文明であり最強の軍事力を誇ったエジプトとヒッタイトが干戈を交えたカデシュの
戦い (紀元前����年､ ����年) は､ 弓と戦車が用いられたことが知られる最初の戦争である｡����������������������������(������������������������������������������) ���������������������������������������������������������������������(������������������������)���������

(�) �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������(����)���������とくに����
(��) ������������������������(���������������������������)����
(��) ����������������������
(��) ヘロドトスは馬上で弓矢を使いこなすスキタイ人について述べている｡ ペルシア人や中央アジ
アにいるさまざまな言語を用いる部族も騎射に依拠した戦略を活用していた｡ フン人のヨーロッ

パ進出以来 (�から�世紀以来)､ 東ローマ帝国軍も弓騎兵を利用するようになっていた｡ モン
ゴル帝国も中央アジア草原の戦術を西洋にもたらしたが､ 中東ではマムルーク朝､ セルジューク

朝､ オスマン朝が同様の戦略を使って勝利を手にしていた｡ 火器時代の直前には､ バルカンや東

ヨーロッパからインド中部に至るまでほとんどの軍隊で弓騎兵が活躍していた｡

(��) ����������������������
(��) �����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������(����)�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������(���������������������������)�������
(��) 銃の発明以前の時代に ｢斉射｣ という技術が存在したかどうかは､ 筆者の弓術グループが行っ

たトルコ弓術の速射にかんする検討から答えを出すことができる｡ 史料にある ｢矢の雨���������｣
は素早く何個も矢をつがえて行われた技術である｡ ������������������������������������������������������������������������������������������記録映像�������������������������������������(��������閲覧) 参照｡

(��) �������������������������������������������������������������������������������������������(������������������������������������������)�������
(��) �����������������������
(��) トルコ文化において狩猟は軍事演習も兼ねており､ 野生動物を走らせて取り囲み､ 猟師は包囲
の中に入って武器で動物を殺していた｡ もっとも火器以前の時代の狩猟については不明な点が多

い (���������������������������������������(�������������������������)�����������参照)｡
徒歩で猟をする場合､ 濃い森林や灌木地帯でさまざまな体勢で､ 多くはしゃがみこんで射をする

必要があるため､ 短弓を用いるのが便利である｡ ���������������������������������������������������������(���������������������������������) ����参照｡
(��) ����������������������
(��) 弓は矢を射出する際に矢だけではなく､ 弓そのもの (弓の腕���【両端､ 反】) と弦にもエネル

ギーを与える｡ したがって弓や弦に全く影響を与えない柔軟な弓があれば､ 理論上は���％のエ
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ネルギーが矢に伝わることになる｡ これについては �������������������������������������������������������������������������������を参照｡
(��) 弓力は弦を弓の握りの背から��㎝の距離まで引くときにかかる力で計測される｡
(��) ���������������������������������������������������������������������������������(���������������������������)��������とくに�����������������������������������������������������������������������������������(���������������������������)��������
(��) 弓力が弱い場合､ 複合弓のエネルギー効率は丸木弓と同じかそれ以下である (�����������������������������������������������������������������������(����)������参照)｡ 強い弓で

射をするためには長時間の訓練が必要であるため､ このことから複合弓が職業軍人の武器であっ

た理由が窺える｡

(��) ����������������������������������������������������������
(��) �����������������������
(��) ｢締め付け｣ は弓を引くと弓力が上昇することから感じられる感覚であり､ 弦を引いていると

壁に押さえつけられているように感じられる｡ この感覚は弓と弦の並びが直線に近づくことで発

生する現象である｡ 弓の反りはこの現象を抑え､ 締め付けを ｢和らげる｣ 効果がある (�������������������参照)｡
(��) ����������������������
(��) 弓が引かれる際の弓力を計測するために ｢引き尺―弓力｣ の図が用いられる｡ こうした図は弓

の特性についても情報を与えるものであり､ 弓が蓄えたエネルギーは図に現れた線の下側の面積

から計算できる (�������������������参照)｡
(��) 矢の重さは弓力を ｢リブレ�����｣､ 矢の重さを ｢グレイン�����｣ という単位で計算して得られ
る｡ 例えば��リブレ (��㎏) の弓力の弓で��グレインの矢を放つ場合､ ��×��＝���グレインの
重さの矢ということになる����������������������������(���������������������������������)������参照｡

(��) ������������������������������������������������������������������������������(����)���������������������
(��) ������������������������������������������������������������(卒業論文 ������������������������������������������������������������)�ヤロスラフ・ベルザがオスマン矢の複製を空
砲で射て行った実験からも知見を得た (未刊行)｡

(��) この用語はもともと ｢モンゴル式取り掛け�������������｣ と呼ばれていたが､ 今日では親指取
り掛けが用いられている�����������������������������������������������������������������������������������������(��������������)������｡

(��) 矢の推進運動は弦から離れた後と前の二つに分けて研究される｡ このうち後者を ｢内的推力｣

という｡

(��) ティーレンダーズ弓術グループとして����年に行った筆者の論文によると､ 親指に固い材料で
できた指輪をはめた場合､ 矢の速度は���％上昇した�������������������������������������������������������������������������������������(����) �����参照｡

(��) ほかの取り掛け／離れの方法については�����������������������������������������������������������������������������������������(��������������) ����������������������������
参照｡

(��) 中央アジアで政治的・軍事的な連合を組む伝統があったことや､ 中東の軍隊が複合的な組織で
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あったことを考えれば､ ひとつの軍隊にさまざまな射法を用いる兵士がいた可能性は高い�����������������������������������������������������������������������������������������������)�����参照｡
(��) 拳をつくるために手を閉じた様子はトルコ語で ｢閂������｣ と呼ばれる�����������������参

照｡

(��) ほかの取り掛け方法においても親指が使われている�����������������������������������������
(��) ��������������������参照｡
(��) 取り掛けは文化によってわずかに変化し､ 東方弓術にかんする研究ではさまざまな種類の取り
掛けについて述べられている���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������参照｡

(��) 矢が弓から放たれるとき､ 矢の中では重い鏃の部分は運動が遅く､ そのため矢柄は変形する
(曲がる)｡ 矢柄の変形は矢が弓をはなれてからも続き､ 振動をはじめる｡ この振動は矢が弓のど

ちらがわにつがえられるのかによって変わるため､ 地中海式取り掛けと親指取り掛けは別々の側

に取り掛けられる���������������������������������������������������������������������������������������(����������������������������)����参照｡
(��) ビザンツ皇帝マヌエル・コムネノスはセルジュークとの戦闘で敵兵を落馬させたが､ 落馬中に
放たれた矢で足を負傷した���������������������������������������������������������������������(����������������������������)������｡

(��) 矢は外から (左から) よりも中から (右から) のほうが素早くかつ安定してつがえられる｡ 弓

の左側を通して矢をつがえようとすると､ 鏃が弦や手を傷つける可能性がある｡ さらに弓を右に

倒す必要もあり､ 時間を浪費することにもなる �����������������������������������������������������������������������������������参照｡
(��) 弓騎兵の速射能力はおよそ ｢一分に�から��本｣ である｡ タイブカはマムルーク兵の平均を

｢三本を���秒｣ としている����������������������������������������������������������������������������������������������������������(���������) (���������������������������)�����参照｡
(��) この指輪はペルシア語の ｢弦���｣ と ｢掛け���｣ という単語から弦�������と呼ばれている｡

オスマン語では������と訛り､ そのほかに��������､ ����������､ ����とも呼ばれていた�������������������������������������������������参照｡
(��) �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������(���������������������������������������)�����
(��) �������������������������
(��) ����������������������������������
(��) �����������������������������������������������������������
(��) このような道具は英語で���������������と呼ばれ､ アメリカ合衆国では弓矢を使う猟師が矢
の速度を上げるために引き尺よりも短い (したがって軽い) 矢を射る方法として編み出し､ ����
から����年代には弓に装着する道具として用いられていた｡ ����������������������������������������������������������(��������閲覧) 参照｡ 特許については ������������������������������������
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���(��������閲覧) 参照｡
(��) �������������������������
(��) ����������������������������������������������(修士論文����������������������������������������������������)�������
(��) 矢籠手は手首につける板であり､ 上に矢が通るよう半円形の樋がある｡ 矢籠手をつけることで､
矢が弓の握りの手前に来るほど弦を引くことができる｡ ユジェルは��世紀以降の射手が遠射時に
使っていた道具であるとしているが､ マムルーク騎射にかんする研究でも言及され､ さらに��世
紀のマムルーク史料にも見えることからトルコ世界で古来より用いられてきたことがわかる｡ 矢

籠手は親指取り掛けのみならず､ 理論的には地中海式取り掛けでも使用できる｡

(��) 矢管の形状や長さ､ 矢管矢の種類も史料によってさまざまである｡ とくにマムルーク時代の史
料から描きおこされたイラストレーションでは､ 矢管を親指取り掛け以外の射法で用いているよ

うである (�������������������������������参照)｡
(��) オスマン弓は軽い矢にも効率よくエネルギーを受け流すことができる｡ ��������������������������������������������������(�����������)������参照｡
(��) 軽い矢は弓の蓄えたエネルギーのわずかしか引き受けられず､ 飛行中は重い矢に比べてすぐに
エネルギーを失う｡ もっとも弓騎兵の戦闘距離は矢がエネルギーを失う距離よりも短かったと思

われる (������������������������������������(���������������������������������)�������������������������������������������������������������������������(��������閲覧)���������������������������������������������������������������������������������������� (��������閲覧) 参照｡
(��) ����������������������������������
(��) �������������������������
(��) ジャルマキの語源として､ ディヤルバクル近郊のチェルミキ������郡やトルコ語の ｢悪い､

正反対な������｣ という形容詞が挙げられるが､ 今後の検討が待たれる｡ ����������������������������参照｡
(��) 英語版の著者はこの射法の語源を明らかにしていないが､ ����と�����はいずれも天秤で用い
られたごく軽い分銅である｡ おそらくこの射法を用いる際の射手の体勢からこの名がつけられた

のであろう｡ 当時の天秤にかんする研究とつきあわせて議論される必要がある｡

(��) 弓を作る際に弓を曲げるために用いられる木枠は ｢天辺�������｣ と呼ばれる｡ �������������������
(��) �������������������������
(��) �����������������������������������������������������������(�������������������������������������)����
(��) ���������������������性能と安定性の双方が必要となる戦争 (箙) 矢は遠射矢よりも長い矢で

ある (����������������������参照)｡
(��) ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������(������������������������)�������
(��) �������������������乾燥させる期間の長さは相対湿度にかかわるため､ 弓がどこで作られるの
かは重要な問題である｡ またこの期間はより高価な戦争のための弓とスポーツのための弓とでは

同じではないであろう｡

(��) 弓製作の技術､ 使用された材料､ 経費については�����������������������������������
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������������������������������������������������������������(���������)���������参照｡
(��) ����������������������������
(��) ������������������������������������������������������������������(��������������������������)�����
(��) 満月の夜は雲・降雨ともにない夜であり､ 敵を視認しやすい｡ �������������������������������������������������������������������������������������������(����)�������
(��) �������������������
(��) アダム・カルポヴィチの発言から｡
(��) これらの推測は､ ��年にわたって自らが作ったオスマン弓の複製で実験を行っているアダム・

カルポヴィチによるものである｡ ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� (��������閲覧)
(��) 革や木の皮での補装は角の部分にも行われることがあり､ 角と木材の骨組みを接着している膠
を湿気から守る効果がある｡ 弓の材料の重量､ 弾力性､ はがれにくさについては�����������������������参照｡

(��) アダム・カルポヴィチの実験から｡
(��) ���������������������
(��) 筆者はトプカプ宮殿博物館所蔵の弦を検討した｡ 成果は近日刊行予定｡

(著者：博士 (歯科))

(訳者：本学博士後期課程在籍､ 日本学術振興会���)
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